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今
、で
き
る
こ
と

ー特集ー
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市
内
ほ
ぼ
全
て
の
飲
食
店
で

売
り
上
げ
が
減
少

　

４
月
16
日
、全
国
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、政

府
よ
り
、全
都
道
府
県
に
向
け
て
感
染

拡
大
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
。

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
密
閉
・
密
集
・

密
接
の
３
つ
の
密
を
避
け
る
こ
と
な
ど

が
呼
び
掛
け
ら
れ
た
。

　

国
民
一
人
一
人
の
大
切
な
命
を
守
る

た
め
の
対
策
だ
が
、宣
言
前
か
ら
す
で

に
売
り
上
げ
を
落
と
し
て
い
た
飲
食
店

は
、さ
ら
に
厳
し
い
経
営
状
況
へ
と
追

い
込
ま
れ
る
。

　

市
内
の
飲
食
店
に
お
い
て
も
外
出
自

粛
に
よ
る
経
営
面
へ
の
影
響
は
大
き

い
。

　

と
め
青
年
会
議
所
で
は
、市
内
の
事

業
所
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。飲
食
業
界
に
関
す
る
昨
年
と
本
年

３
月
の
売
り
上
げ
変
動
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、55
件
中
52
件
の
飲
食
店

が
、売
り
上
げ
が
下
が
っ
た
と
回
答
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響

が
市
内
に
お
い
て
も
色
濃
く
反
映
さ
れ

た
結
果
と
な
っ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
続
く

厳
し
い
経
営
状
況

　

そ
ん
な
中
、新
し
く
デ
リ
バ
リ
ー（
出

前
）や
テ
ー
ク
ア
ウ
ト（
持
ち
帰
り
）

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
飲
食
店
も
多
い
。

市
で
は
、そ
う
い
っ
た
飲
食
店
を「
登
米

市
地
元
商
店
応
援
運
動
」と
し
て
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
な
ど
し

て
支
援
。

　

ま
た
、国
や
県
、市
は
給
付
や
貸
し
付

け
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
経
済
支
援
を
実

施
し
て
い
る
が
、依
然
と
し
て
、市
内
事

業
者
の
厳
し
い
状
況
は
続
く
。

　

５
月
14
日
に
は
、宮
城
県
を
含
め
た

39
県
で
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た

が
、外
出
自
粛
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

宣
言
解
除
か
ら
１
カ
月
以
上
が
過
ぎ
た

今
も
、ほ
と
ん
ど
の
飲
食
店
に
お
い
て
、

以
前
の
よ
う
な
客
足
は
戻
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
だ
。

　

市
内
の
飲
食
店
を
含
め
た
各
事
業
者

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て

経
済
面
へ
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

Ｑ 昨年と本年３月の売り上げの変動は

 昨年並みかそれ以上 3件

１～３割下がった 15件

４～７割下がった 26件

８～１０割下がった 11件

■市内飲食業アンケート（回答55件）

※とめ青年会議所調べ

地元の力で支える
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割烹若鮨（迫町） 社長

伊藤 裕
ひ ろ

之
ゆ き

さん（61）

　割烹若鮨では、３密を避けること
を特に心掛け、カウンター席を利用
する場合は、お客さん同士を２㍍以
上離すようにしています。
　もともと、若鮨は市外からのお客
さんが多いのですが外出自粛によっ
て客足が遠のき、３月の売り上げは
前年比で６割減とかなり厳しい状態
です。ただ、厳しいのはうちだけでは
ありません。市内飲食店のほとんど
がそのような状況になっています。
こんな状況だからこそ、地域全体で
共存して乗り越えていかなくてはな

りません。他の飲食店の助けになれ
ばと思い、若鮨会館では、他飲食店の
商品の販売を始めました。
　厳しい状況が続きますが、悪いこ
とばかりではありません。この状況
になったことで、今まではほとんど
取り扱っていなかったテークアウト
商品や家庭の調理に使える加工食材
の新商品を開発するきっかけになり
ました。
　地域で協力し、この状況を乗り越
えることで今まで以上に良いお店、
地域になれると思っています。

地域全体で協力して乗り越える

市内の飲食店では、利用者が以前のように安心して食事できるように、さまざ
まな感染症対策に取り組んでいる。飲食店だけでなく、利用者一人一人が正し
く感染症対策をすることで、市内飲食店の安全な経営につながる。

安心安全な利用に向けて

　

県
は
５
月
26
日
、内
閣
官
房

で
作
成
し
た「
施
設
に
応
じ
た

感
染
拡
大
を
予
防
す
る
た
め
の

工
夫（
例
）」を
発
表
。飲
食
店
へ

は「
マ
ス
ク
着
用
」「
入
場
人
数

の
制
限
」「
滞
在
時
間
の
制
限
」

「
座
席
間
隔
に
留
意
」「
真
正
面

は
避
け
る
」「
２
方
向
換
気
」「
入

場
時
の
手
指
消
毒
」な
ど
が
呼

び
掛
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、外
出
に
つ
い
て
は
、利

用
す
る
施
設
の
管
理
者
の
感
染

予
防
策
を
確
認
し
、利
用
者
自

ら
も
、感
染
防
止
を
徹
底
し
た

上
で
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

食
品
を
介
し
た

感
染
例
は
確
認
さ
れ
ず

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
主
な
感
染
経
路
は
、飛ひ

沫ま
つ

感
染
と
接
触
感
染
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。食
品
を
介
し

て
感
染
し
た
と
さ
れ
る
事
例

は
、い
ま
だ
報
告
さ
れ
て
い
な

い
。

　

製
造
、流
通
、調
理
、販
売
な

ど
の
各
段
階
で
、食
品
取
扱
者

の
体
調
管
理
や
こ
ま
め
な
手
洗

い
、ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
よ
る

手
指
の
消
毒
が
徹
底
さ
れ
る
こ

と
で
、感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
こ

求
め
ら
れ
る

新
し
い
生
活
様
式

　

厚
生
労
働
省
は
５
月
４
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

専
門
家
会
議
か
ら
の
提
言
を
踏

ま
え
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
想
定
し
た「
新
し
い

生
活
様
式
」を
発
表
。ま
た
、Ｗ

Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）の
緊
急

対
応
責
任
者
マ
イ
ク
・
ラ
イ
ア

ン
氏
は
、５
月
13
日
の
記
者
会

見
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
つ
い
て「
我
々
の
世
界
に
一

つ
、病
気
の
ウ
イ
ル
ス
が
加
わ

り
、消
え
去
る
こ
と
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
」と
述
べ
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る
ま

で
、今
の
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、開
発
さ
れ
る
時
期

に
つ
い
て
見
通
し
は
つ
い
て
い

な
い
。感
染
症
の
リ
ス
ク
を
踏

ま
え
た
上
で
の
新
し
い
生
活
様

式
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

外
出
時
に
は

感
染
予
防
の
徹
底
を

　

感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

客
足
が
遠
の
き
売
り
上
げ
を
落

と
し
た
飲
食
店
だ
が
、緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
も
、厳

し
い
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

Interview

－特集－ 今、できること　
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マスクが手に入らないときは

　まんま・るは小さな子どもを連れ
たお客さんが多いので、以前から特に
衛生面の管理は心掛けていますが、今
まで以上に気を付けて営業していま
す。それに加え、お客さん同士の間隔
を空けるために、８人用のテーブル席
でも、３人までとし、店内は常に換気
するようにしています。
　３月は、売り上げが昨年に比べて８
割ほど減り、廃棄になってしまう食材
も多く出てしまいました。そんな状況
の中、新しく始めたテークアウトのお
弁当と米粉のクロワッサンを近所の

人たちが買ってくれたり、店に足を運
んでくれたりと地域の優しさに助け
られながら営業を続けています。
　お客さんには入店時に、アルコール
の除菌と席を離しての利用をお願い
し、協力してもらっています。
　今の状況で感染を拡大させないた
めには、お客さん以上に店側での徹底
した対策が大切だと思っています。食
べ物を扱う者として、お客さんが安心
して食を楽しめる時間を提供できる
よう、今後も衛生管理を徹底していこ
うと思います。

今まで以上に除菌を徹底 Interview

まんま・る（迫町） 店長

齋藤 美
よ し

子
こ

さん（63）

と
が
で
き
る
。

宣
言
解
除
後
も
感
染
予
防

し
な
が
ら
の
営
業
が
続
く

　

飲
食
店
で
は
、営
業
時
間
や

ア
ル
コ
ー
ル
提
供
時
間
の
短
縮

な
ど
の
制
限
は
解
除
さ
れ
た

が
、感
染
防
止
に
配
慮
し
な
が

ら
の
営
業
は
続
く
。利
用
者
に

安
心
し
て
食
事
を
し
て
も
ら
え

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
取

り
入
れ
な
が
ら
の
営
業
を
継
続
。

　

ほ
と
ん
ど
の
飲
食
店
で
、店

内
の
除
菌
や
換
気
、席
の
間
隔

を
空
け
る
な
ど
３
密
へ
の
対
策

を
続
け
て
い
る
。

1直利庵三浦屋（迫町）では、利用者同士が
向かい合わないようテーブル席の配置を
工夫23３密を避けるため、店内の飲食ス
ペースに張り紙をして利用者に周知4店
内入口には、ほとんどの飲食店で除菌用の
消毒液を設置5割烹若鮨の若鮨会館では
他店のテークアウト商品も陳列。厳しい状
況でも事業者同士が支え合って乗り越え
ていく

２
３

４

１

５

手作りハンカチマスク

❸ ❹

❷❶
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市では、各種事業を展開し、市内事業者を支援。しかし支援事業だ
けではなかなか以前のような活気は取り戻せない。地域全体で地
元の事業所を支えていく対応が求められる。

地域を支えるために
今、できること

市
内
事
業
者
向
け
に

　

市
で
は
、市
内
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、独
自
の
支

援
策
を
展
開
。市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
地
元
の
飲
食
店
を「
地
元
商
店
応
援

運
動
」と
し
て
掲
載
し
た
り
、フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ア
カ
ウ
ン
ト「
Ｔ
ｏ
ｍ
ｅ 

ご

飯
」で
デ
リ
バ
リ
ー
や
テ
ー
ク
ア
ウ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
飲
食
店
を

紹
介
し
た
り
し
て
い
る
。

　

ま
た
、デ
リ
バ
リ
ー
や
テ
ー
ク
ア
ウ

ト
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
事
業
者

に
対
し
て
は
、使
い
捨
て
容
器
の
購
入

代
金
な
ど
を
支
援
す
る「
飲
食
店
需
要

創
出
支
援
補
助
金
」の
実
施
や
、中
小
企

業
振
興
資
金
の
利
子
支
払
額
に
対
す
る

支
援
を
拡
充
。７
月
１
日
か
ら
は
、国
の

持
続
化
給
付
金
の
対
象
外
に
な
っ
た
事

業
者
に
向
け
て
上
限
20
万
円
を
給
付
す

る「
経
営
維
持
臨
時
給
付
金
」の
申
請
受

付
を
開
始
す
る
。

以
前
の
活
気
が

取
り
戻
せ
る
よ
う
な
支
援
を

　

今
後
は
、市
で
事
業
者
を
対
象
に
６

月
に
実
施
し
た
経
営
状
況
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
し
、売
り
上
げ

が
落
ち
込
ん
で
い
る
事
業
者
が
回
復
す

る
た
め
に
即
効
性
の
あ
る
支
援
事
業
を

検
討
し
て
い
く
。

　

市
産
業
経
済
部
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
支
援

課
の
金
澤
主
査
は「
市
と
し
て
、各
事
業

者
が
以
前
の
よ
う
に
や
り
が
い
を
持
っ

て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
を
続
け

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
る
。

地
元
団
体
や
企
業
が
で
き
る

支
え
る
か
た
ち

　

ま
た
、市
で
は
感
染
症
対
策
に
よ
っ

市産業経済部
地域ビジネス支援課
主査　金澤 健

け ん

治
じ

て
売
り
上
げ
が
落
ち
た
飲
食
店
を
応
援

す
べ
く
、職
員
に
よ
る
デ
リ
バ
リ
ー
や

テ
ー
ク
ア
ウ
ト
の
積
極
的
な
利
用
を
推

進
。

　

み
や
ぎ
登
米
農
協
の
互
助
会
で
は
、

「
花
を
飾
っ
て
地
域
を
応
援
運
動
」を
実

施
。市
内
の
農
業
関
係
団
体
に
対
し
、花か

卉き

類
の
消
費
拡
大
を
呼
び
掛
け
る
な
ど

し
て
、市
内
事
業
者
を
支
援
し
て
い
る
。

　

国
や
県
、市
か
ら
の
支
援
策
だ
け
で

な
く
、地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
企

業
が
、積
極
的
に
市
内
事
業
者
を
利
用

す
る
こ
と
で
、地
域
が
以
前
の
よ
う
な

活
気
を
取
り
戻
す
一
助
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　県からの要請や協力依頼に応じて、施設を全面的に休業
した事業者や営業時間を短縮した飲食サービス業を営む
事業者を対象にした登米市新型コロナウイルス感染症拡
大防止協力金の申請期限は６月30日（火）までです。支給希
望者は、期限内に郵送にて申し込みください。
【問い合わせ】産業経済部地域ビジネス支援課（地域ビ
ジネス支援係）　☎0220（34）2706

－特集－ 今、できること　

「花を飾って地域を応援運動」で購入し
たスプレー菊を配るみやぎ登米農協職
員。

登米市新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金の
申請期限は６月30日まで
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市
内
で
は
、市
民
一
人
一
人
が
外

出
自
粛
を
徹
底
し
、予
防
し
た
こ
と

で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

　

次
は
、地
域
全
体
が
皆
さ
ん
の
支

え
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。昔
か
ら

長
く
営
業
を
続
け
、地
元
を
笑
顔
に

し
て
く
れ
た
お
店
や
こ
の
地
域
を
好

き
に
な
っ
て
営
業
を
始
め
た
お
店

が
、今
、厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
、地
域
に
対
し

て
「
今
、で
き
る
こ
と
」を
考
え
、実

行
す
る
こ
と
で
、必
ず
以
前
の
よ
う

な
活
気
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

地
域
全
体
で
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
乗
り
越
え
る
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　マイナンバーは、住民登録している一人一人に付番された
12桁の番号です。マイナンバーカードを作成することで、身
分証として使えるほか、住民票の写しや印鑑証明書などをコ
ンビニエンスストアで取得できる（利用時間：午前６時30 分
～午後11 時）などさまざまなサービスに活用できます。

マイナンバー
カードの
申請方法

１．郵便で ２．スマホで ３．証明用写真機で

❶

❷

❶

❷

５千円分のマイナ
ポイントがもらえる

マイナンバーカード
が健康保険証に

問 ☎

❶各総合支所にある

❷

☎ 　☎

☎
☎
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　市は５月11日、市医師会の協力により登米市民病院
の敷地内に登米市発熱外来診察室を開設しました。
　発熱外来は新型コロナウイルス感染が疑われる発熱
患者を他の患者と別の場所で診察することでみんなが
安心して医療を受けられるよう、県内で初めて設置。市
医師会理事の八嶋徳

のり

吉
よ し

医師は「院内で新型コロナウイ
ルス感染者を診察した場合、院内感染や医療崩壊の恐
れがあることと感染の不安がある人が迷わず受診でき
る施設が必要だと考えていた。発熱患者専門の診察室
は、病院と患者の両方を守るために重要な施設になる」
と施設の重要性を話しました。

診察にはかかりつけ医の紹介または電話での予約【平日9：00
～正午、13：00～14：00☎070（6569）4596】が必要です。

新型コロナ感染症予防対策として、議場での受講は小中学校の
校長に限定し、教頭などは別会場で中継により受講しました。

　「児童生徒等の感染防止対策に係る研修会」は４月30
日、市役所迫庁舎議場で開かれ、市内小中学校の校長、
教頭、養護教諭、幼稚園長など約110人が参加しました。
　研修会は、東北医科薬科大学医学部感染症学教室特
任教授の賀

か

来
く

満
み つ

夫
お

先生を講師に招き、「新型コロナウイ
ルス感染症―現状と対策―」と題して講義。新型コロナ
ウイルスに関する正しい知識や学校再開に向けて、児
童生徒の感染防止対策や学校現場で確認しておきたい
３密回避の具体的な方法、児童生徒、教職員の健康管理
と学校の環境管理の重要性などを学べる機会とあっ
て、参加者は真剣に聞き入っていました。

今後も地域が一つになって交通安全に取り組み、交通死亡事故
ゼロ5千日を目指します。

　「死亡事故ゼロ４千日達成表彰式」は５月21日、中津
山公民館で開かれ、佐沼警察署（天野英

ひで か つ

克署長）と市か
ら中津山コミュニティ運営協議会（久保泰

やす

宏
ひ ろ

会長）へ褒
状が授与されました。
　市では、交通安全対策に顕著な功績があり、市民の模
範となる人などを表彰。中津山コミュニティ運営協議
会は交通死亡事故連続ゼロ４千日を達成したことによ
り表彰されました。久保会長は「地域の皆さんが日ご
ろから交通安全へ高い意識を持ってくれたおかげ。こ
れからも交通マナーについて広く呼び掛けるなどして
一層の啓発活動に励みたい」と決意を新たにしました。
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　新型コロナウイルス感染症対策にかかる市への寄付を紹介します。いただいた寄贈品や寄付金は、感染症対策
として、有効に使わせていただきます。

市では、今後も子どもたちや保護者が安心して学校生活を送れ
るよう、感染症拡大防止対策を徹底していきます。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、３月２
日から休業していた市内32校の小中学校が、５月25日
から再開しました。
　このうち北方小学校（成瀬陽

よう

子
こ

校長、児童183人）で
は、学校再開日初日に校内放送で感染拡大防止に向け
たルールや注意点を説明。手洗い、消毒、教室の換気の
徹底や朝の体温測定などが呼び掛けられました。６年
生の瀬川宗

むね

平
ひ ら

くんは「またみんなに会えてうれしい。学
校が再開したので、休んでいた分を取り返せるように、
勉強を頑張っていきたい」と学校再開の喜びと意気込
みを話しました。
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２
０
２
１
年
春
か
ら
放
送
予
定
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
お
か
え
り
モ
ネ
」で
、本

市
が
舞
台
の
１
つ
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。連
続
テ
レ
ビ
小
説
で
宮
城
県
が
舞
台

に
な
る
の
は
04
年
の「
天
花
」以
来
17
年
ぶ
り

で
、登
米
市
と
し
て
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。

　

連
続
テ
レ
ビ
小
説
１
０
４
作
品
目
に
当
た

る「
お
か
え
り
モ
ネ
」は
、今
を
生
き
る
全
て

の
人
に
捧
げ
た
い
、現
代
ド
ラ
マ
。女
優
の
清

原
果か

耶や

さ
ん（
18
）が
ヒ
ロ
イ
ン
・
永
浦
百も

も

音ね

を
演
じ
ま
す
。

　

本
市
と
気
仙
沼
市
、東
京
都
が
舞
台
と
な

り
、「
海
の
町
」気
仙
沼
に
生
ま
れ
育
ち
、「
森

の
町
」登
米
で
青
春
を
送
る
ヒ
ロ
イ
ン
・
永
浦

百
音
が
、「
気
象
予
報
」と
い
う
天
気
に
と
こ

と
ん
向
き
合
う
仕
事
を
通
じ
て
、人
々
に
幸

せ
な「
未
来
」を
届
け
て
ゆ
く
、希
望
の
物
語

で
す
。

　

脚
本
は
、「
透
明
な
ゆ
り
か
ご
」、「
サ
ギ
デ

カ
」、「
コ
ー
ド
・
ブ
ル
ー
―
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

緊
急
救
命
―
３
ｒ
ｄ
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
」、「
Ｇ

線
上
の
あ
な
た
と
私
」な
ど
を
手
掛
け
た
、安

達
奈な

緒お

子こ

さ
ん
に
よ
る
、オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

で
す
。

　

市
と
し
て
も
、み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
作
品

づ
く
り
に
向
け
て
、撮
影
に
協
力
し
な
が
ら
、

こ
の
機
会
を
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。ド
ラ
マ
に
関
す
る
情
報
は
、今
後
、広

報
紙
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
発
信

し
て
い
き
ま
す
。テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
舞
台
に

選
ば
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
、オ
ー
ル
登
米
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
観
光
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課（
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

11

22

33

11
22

33
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このまちのためにできることがある

医療局経営管理部
経営管理課（人事係）
〒987-0511 登米市迫町
佐沼字下田中25
（登米市民病院内）
☎0220（21）6888

８月２日（日）
登米市民病院 地域医療連携センター（多目的ホール）

申込書を医療局経営管理部経営管理課へ提出してください。申込書は、

１次試験：９月20日（日）、２次試験：11月上旬または中旬予定
１次試験：未定（決まり次第ホームページでお知らせします）

　　　　２次試験：１次試験合格者に通知
※新型コロナウイルス感染症の影響により、日程などが今後変更となる場合があります。最新の情
　報は、市公式ホームページをご確認ください（申込者へは別途通知します）
申込書を総務部人事課へ提出してください。申込書と試験実施要項は、
７月１日（水）から、人事課と各総合支所窓口に備え付けるほか市公式
ホームページからダウンロードできます。郵便で請求する場合は、封筒
の表に「職員採用統一試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し120 円
切手を貼った返信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）および連絡先（電話番
号）を明記した任意の用紙を必ず同封してください。詳しくは、市公式
ホームページをご確認ください。
７月１日（水）～８月５日（水）午前８時30分～午後５時15分［平日］
※郵送の場合は、受付期間中の消印のものに限ります

６月22日（月）から経営管理課で配布するほか医療局ホームページから
ダウンロードできます。郵便で請求する場合は、封筒の表に「（職種名）
採用試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記し120 円切手を貼った返
信用封筒（Ａ４版が入る大きさ）を必ず同封してください。
６月22日（月）～７月22日（水）午前８時30分～午後５時15分［平日］
※郵送の場合は、受付期間中の消印のものに限ります
８月14日（金）に合格者の受験番号を市および医療局ホームページに掲
示し、全員に結果を郵送で通知します。

総務部人事課
（人事研修係）
〒987-0511 登米市迫町
佐沼字中江２－６－１
☎0220（22）2145
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☎

　地震は防ぐことができない自然災害です。いつ起こるか予測でき
ませんが、備えることで被害を少なくすることができます。
　市は、木造住宅の耐震診断、耐震改修などの助成事業を実施してい
ます。助成事業の件数には限りがありますので、早めに申し込みくだ
さい。
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市
は
、令
和
３
年
４
月
以
降
に

進
学
・
進
級
す
る
希
望
者
に
、奨
学

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

国
内
の
高
等
学
校
、高
等

専
門
学
校
、専
修
学
校（
高
等
課
程

お
よ
び
専
門
課
程
に
限
る
）、短
期

大
学
、大
学（
大
学
院
を
除
く
）

正
規
の
修
業
期
間
内

次
の
全
て
の
条
件
に

当
て
は
ま
る
こ
と
▼
人
物
＝
市
内

に
在
住
し
、生
計
の
基
礎
が
市
内

に
あ
り
、心
身
と
も
に
健
康
な
人

▼
学
力
＝
最
終
学
年
の
直
近
の
成

績
が
学
年
評
定
３
・
５
以
上
、ま
た

は
成
績
順
位
が
上
位
50
％
以
内
の

人
▼
家
計
＝
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
な
人

大
学

50
万
円
以
内

▼
医
学
部
、獣
医
学

部
な
ど
＝
６
年
以
内
▼
そ
れ
以
外

＝
４
年
以
内

市
内
に
在
住
し
、学

資
支
払
い
が
困
難
な
人

予
算
の
範
囲
内

７
月
１
日（
水
）〜
９

月
４
日（
金
）（
土
日
、祝
日
を
除
く

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

受
け
付
け
）

▼
市
育
英
資
金
お
よ
び
浅
野
兄
妹

奨
学
資
金
、上
杉
奨
学
金
の
重
複
応

募
は
で
き
ま
せ
ん
▼
市
育
英
資
金

お
よ
び
浅
野
兄
妹
奨
学
資
金
は
、日

本
学
生
支
援
機
構
な
ど
、他
の
機
関

が
運
営
す
る
奨
学
資
金
を
借
り
て

い
る
、ま
た
は
借
り
る
こ
と
が
決
定

し
て
い
る（
見
込
み
を
含
む
）場
合

は
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん

奨
学
生
選
考
委
員
会

で
審
査
し
、教
育
委
員
会
で
決
定

（
令
和
２
年
10
月
開
催
予
定
）

❶
奨
学
生
願
書（
様

式
第
１
号
）❷
学
校
長
推
薦
書（
様

式
第
２
号
）❸
健
康
診
断
書（
任

意
様
式
。学
校
発
行
の
も
の
で
も

可
）❹
住
民
票
謄
本（
世
帯
全
員
の

も
の
で
本
籍
記
載
の
も
の
）❺
令

和
元
年
度
納
税
証
明
書（
世
帯
全

員
分
お
よ
び
連
帯
保
証
人
分
）❻

令
和
元
年
中
の
世
帯
全
員
の
収
入

が
分
か
る
書
類
＝
所
得
控
除
の
記

載
が
あ
る
所
得
証
明
書（
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
申
告
書
の
写

し
、事
業
収
入
な
ど
が
あ
る
場
合

は
収
支
内
訳
書
の
写
し
、給
与
収

入
だ
け
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票
の

写
し
で
も
可
）

※
❶
と
❷
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

教
育

委
員
会
教
育
部
教
育
総
務
課（
総

務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
集

会
や
会
合
な
ど
に
市
職
員
が
出
向

き
、市
の
政
策
や
事
業
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。職
員
派
遣
の
費
用

は
か
か
り
ま
せ
ん
。市

内
の
団
体
ま

た
は
サ
ー
ク
ル
で
、お
お
む
ね
15
人

以
上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
場
合

（
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、営
利
活

動
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く
）

年
末
年
始
を
除
く
午

前
９
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
う
ち
、時
間
は
30
〜
90
分
と
し

ま
す

申
込
団
体
で
会
場
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。費
用
が
発
生
す

る
場
合
は
、申
込
者
負
担
と
な
り

ま
す
。市
の
施
設
を
使
用
す
る
場

合
は
無
料
で
すま

ち
づ
く
り
推
進
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
迫
庁
舎
２

階
）に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進

課（
広
報
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７
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「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

と「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」の
有
効
期
限
は
、７
月
31
日
で

す
。新
し
い
被
保
険
者
証
は
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。届
い
た
ら
、

加
入
者
全
員
分
が
あ
る
か
、記
載

内
容
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。現
在
使
用
し
て
い

る
被
保
険
者
証
は
、有
効
期
限
が

過
ぎ
た
ら
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

70
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
被
保

険
者
に
は
、高
齢
受
給
者
証
と
被

保
険
者
証
を
一
体
化
し
た「
被
保

険
者
証
兼
高
齢
受
給
者
証
」を
送

付
し
ま
す
。

※
学
生
用
の
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
い
る
人
で
、学
校
を
卒
業
す
る

な
ど
学
生
で
な
く
な
っ
た
場
合

や
、社
会
保
険
に
加
入
す
る
な
ど

し
た
場
合
は
、最
寄
り
の
総
合
支

所
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。手
続

き
に
必
要
な
書
類
は
事
前
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
２
０
２
１
年
３
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
被
保
険
者
証
と

し
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

市
民
生
活
部
国
保

年
金
課（
保
険
給
付
係
・
年
金
医
療

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

　

市
は
、在
宅
の
高
齢
者
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難

な
人
に
、福
祉
車
両
で
外
出
を
支

援
し
ま
す
。介

助
が
必
要
で
、単
独

で
タ
ク
シ
ー
や
公
共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

▼
１
㌔
当
た
り
１
０
０
円

▼
片
道
30
㌔
以
上
の
場
合
は
超
過

10
㌔
に
つ
き
１
５
０
円

※
福
祉
車
両
の
み
の
貸
し
出
し
は

無
料（
燃
料
は
自
己
負
担
）

病
院
へ
の
通
院
・
入

退
院
、社
会
福
祉
施
設
へ
の
通
所
・

入
退
所
な
ど

　

食
事
・
食
材
の
確
保
、家
庭
内
の

整
理
・
整
頓
や
家
の
周
り
の
手
入

れ
な
ど
、軽
易
な
日
常
生
活
を
援

助
し
ま
す
。65

歳
以
上
で
１
人
暮
ら

し
の
人
、高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で
、

日
常
生
活
上
の
援
助
が
必
要
な
人

（
要
支
援
、要
介
護
認
定
者
は
、介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
ま

す
）

▼
生
活
・
家
事
援
助
＝
１

時
間
当
た
り
２
２
４
円
▼
そ
の

他
生
活
援
助
＝
１
時
間
当
た
り

１
０
０
円

　

調
理
が
困
難
な
高
齢
者
に
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提

供
し
ま
す
。65

歳
以
上
で
１
人
暮
ら

し
の
人
、高
齢
者
だ
け
の
世
帯
で

調
理
が
困
難
な
人 

１
食
当
た
り
３
５
０
円

（
週
３
回
を
上
限
）

　

緊
急
通
報
装
置
を
無
料
で
貸
し

出
し
、急
病
な
ど
の
緊
急
事
態
に

迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

お
お
む
ね
65
歳
以
上
で

１
人
暮
ら
し
の
人
、高
齢
者
だ
け

の
世
帯
、１
人
暮
ら
し
の
身
体
障

が
い
者

　

紙
お
む
つ
や
介
護
用
品
の
購
入

補
助
と
し
て
、介
護
用
品
支
給
券

を
交
付
し
ま
す
。

常
時
失
禁
状
態
に
あ
る

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、次
の
❶
〜
❸
に
該
当
す
る
人

❶
要
介
護
４
、５
❷
要
支
援
１
、２

ま
た
は
要
介
護
１
〜
３
❸
障
害
者

手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

※
❷
❸
の
人
は
、初
回
申
請
時
の

み「
常
時
失
禁
状
態
に
あ
る
」こ
と

を
証
明
す
る
医
師
の
意
見
書
が
必

要
で
す

▼
❶
月
額
５
千
円
▼
❷

❸
月
額
３
千
円

　

緊
急
の
事
由
に
よ
り
家
族
が
介

護
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
や
、１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
一

時
的
に
宿
泊
を
含
む
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
ま
す（
５
日
以
内
で
、

要
支
援
、要
介
護
認
定
者
は
、介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
）。

日
帰
り
＝
４
５
８

円
／
宿
泊
＝
６
７
５
円

※
食
費
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
は

実
費
負
担

　

高
齢
な
ど
の
た
め
居
宅
で
生
活

す
る
事
が
不
安
な
人
に
対
し
、一

定
期
間
住
居
を
提
供
し
ま
す（
利

用
定
員
10
人
）。

60
歳
以
上
で
１
人
暮
ら

し
ま
た
は
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
、家

族
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
人

利
用
者
の
収
入
に
よ
り
金

額
が
異
な
り
ま
す
。食
費
、部
屋
の

電
気
料
な
ど
は
実
費
負
担

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
長
寿
社
会
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

☎
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近
年
、局
地
的
な
大
雨
や
集
中

豪
雨
に
よ
り
、各
地
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し

て
い
る
状
況
で
も
、い
つ
災
害
が

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
所
は
密
閉
、密
集
、密
接
の

３
つ
の
密
の
状
況
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
、感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。危
険
な
場
所
に
い
る

人
は
避
難
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、避
難
先
は
指
定
避
難
所
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
機
会
に

安
全
な
場
所
に
住
ん
で
い
る
親
戚

や
知
人
宅
な
ど
へ
の
避
難
も
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

　

避
難
所
で
は
、マ
ス
ク
の
着
用

や
手
洗
い
の
励
行
な
ど
、感
染
症

対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

替
え
の
マ
ス
ク
や
体
温
計
、消
毒

液
な
ど
の
感
染
対
策
用
品
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
対
応
に
は
、事
前
の
準
備

が
大
切
で
す
。市
が
各
世
帯
に
貸

与
し
て
い
る「
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
」

の
点
検
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を

活
用
し
て
、事
前
に
指
定
避
難
所

の
場
所
や
経
路
を
確
認
す
る
な

ど
、自
分
で
身
を
守
る
行
動
が
と

れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
防
災
へ
の
意

識
を
持
つ
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、洪
水
や
土
砂
災
害
の
場

合
は
、避
難
所
に
避
難
す
る
よ
り

も
自
宅
の
二
階
以
上
に
避
難
す
る

方
が
安
全
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、周
辺
の
状
況
を
確
認
し
て
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

災
害
な
ど
の
緊
急
性
の
高
い
情

報
は
、防
災
行
政
無
線
、メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
ほ
か
、緊
急

告
知
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、市
内
に
住
民
登

録
の
あ
る
世
帯
主
へ
緊
急
告
知
ラ

ジ
オ
を
貸
与
し
て
い
ま
し
た
が
、

希
望
す
る
市
内
の
事
業
所
に
対
し

て
も
、緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
を
無
償

貸
与
し
ま
す
。市

内
に
法
人
登
録
の

あ
る
事
業
所
に
対
し
、１
台
を
無

償
貸
与

※
法
人
登
録
単
位
で
１
台
と
し
ま

す
。事
務
所
、工
場
な
ど
建
物
単
位

で
の
貸
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん

申
請
書（
市
公
式

☎

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、市

内
に
法
人
登
録
の
あ
る
事
業
所
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類（
法
人

登
記
事
項
証
明
書
や
法
人
市
民
税

申
告
書
の
写
し
な
ど
）を
添
付
し

総
務
課
へ
提
出

※
詳
細
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い総

務
部
総
務
課

（
防
災
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１
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　文部科学省では、全国の公共施設の約４割を占め
る学校施設などにおいて、PPP／PFI※事業の検討を
支援するとともに先導的な事業を収集・分析し、成果
を全国に発信・普及するため、平成29年度から「文教
施設における多様なPPP／PFI の先導的開発事業」
を募集しており、全国のモデルとなる事業を年間３
件程度選定しています。
　市では、昨年11月に開催した「地域活性化PFI
フォーラム」で提案された「米山地区公共施設再整
備」を応募。モデル事業として選定されました。

　米山地区公共施設再整備は、学校再編に合わせた
公共施設の集約による多世代交流拠点づくりを目的
に、米山総合支所と道の駅米山の周辺に統合小学校
を中心とした複合施設の整備を検討。年度内に導入
の可能性を調査し、基本計画を策定します。本事業の
経費は文部科学省からの委託金で賄われます。

　統合小学校に加え、米山総合支所と公民館、体育館
などを複合施設として建て替えて公共施設エリアと

するととともに、道
の駅米山の機能強化
によって、道の駅エ
リアの活性化を図り
ます。
　米山地区公共施設

再整備では、現総合支所の建物部分を統合小学校整
備敷地に位置づけ、現公民館・体育館は、公民館、子育
て施設、高齢者施設、総合支所機能を持つ複合施設と
して整備。学校と複合施設の接合部分は共有のサロ
ンエリアとして活用します。
　公民館には、生きがい活動支援、高齢者サービス
を同居させ、高齢者の居場所となるような軽作業ス
ペース兼サロンテラスを想定。この他、医療やカフェ
などのテナントの入居も検討していきます。

　本年７月から、米山地区の皆さんや地元企業を中
心とする産学官金の「公民連携地域プラットフォー
ム」の協力を得ながら、市場調査や事業方式、資金調
達方法などの事業計画を立てて検討し、年度内に実
施方針を定める予定です。

総務部総務課（財産係）☎0220（22）2091

　

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、サ

ク
ラ
や
ク
ワ
な
ど
の
樹
木
に
被
害

を
与
え
る
害
虫
で
す
。食
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、樹
木
所
有
者
が

責
任
を
持
っ
て
駆
除
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
が
続
い
た
場
合

は
、早
期
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、早
め
の
駆
除
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。年

２
回（
例
年
６
月

中
旬
〜
７
月
中
旬
、８
月
中
旬
〜

９
月
中
旬
）

行
政

区
な
ど
で
地
域
共
同
駆
除
を
す
る

場
合
、無
料
で
高
枝
切
り
ば
さ
み

や
動
力
噴
霧
器
な
ど
を
貸
し
出
し

て
い
ま
す
。ま
た
、高
枝
切
り
ば
さ

み
は
、個
人
・
事
業
所
へ
も
貸
し
出

し
て
い
ま
す

※
駆
除
用
機
器
は
、各
総
合
支
所

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、市

民
課
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
環
境

課（
生
活
環
境
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎

㊐ ☎ ☎
㊍

☎ ☎
㊎

☎ ☎

㊐ ☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

　

☎

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
に
延
期
し
て
い
た
、

総
合
健
診
・
が
ん
検
診
を
７
月
か

ら
開
始
し
ま
す
。

　

開
始
す
る
に
あ
た
り
、健
診
会

場
内
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、換
気
、

職
員
の
マ
ス
ク
着
用
な
ど
、感
染

予
防
対
策
を
徹
底
。健
診
会
場
内

の
混
雑
回
避
の
た
め
、例
年
総
合

健
診
時
に
実
施
し
て
い
る
結
核
・

肺
が
ん
検
診
を
総
合
健
診
と
は
別

の
日
に
実
施
し
ま
す
。詳
し
い
日

程
は
、受
診
票
の
配
布
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い

▼
発
熱
や
か
ぜ
の
症
状
の
あ
る
人

は
、受
診
を
控
え
て
く
だ
さ
い

▼
健
診
会
場
入
口
や
会
場
内
に
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、手
指
消
毒
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て

は
、健
診
日
程
の
変
更
や
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

が
ん
は
、定
期
的
に
検
診
を
受

診
す
る
こ
と
が
早
期
発
見
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
で
各
種
が
ん

検
診
な
ど
を
活
用
し
て
、健
康
管

理
を
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
し
ょ
う
。

▼
胃
が
ん
検
診

　

35
歳
以
上
が
対
象
で
す
。

▼
乳
が
ん
検
診

　

30
〜
39
歳
の
女
性
と
40
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
の
女
性
が
対
象
で

す
。

▼
子
宮
が
ん
検
診

　

20
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で

す
。

　

20
歳
代
の
子
宮
が
ん
が
増
加
し

て
い
ま
す
。積
極
的
に
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

▼
大
腸
が
ん
検
診

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

　

40
歳
以
上
が
対
象
で
す
。 

※
検
診
申
込
書
に「
職
場
や
病
院

等
で
受
診
す
る
」と
記
入
し
た
人

に
は
受
診
票
は
送
付
し
ま
せ
ん

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

㊎

㊊

㊊

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

❶
 ▶

❷
 ▶
　
　
❸
 ▶
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Books
Monthly Hot Communication

Books

Health

Young

Dream

Child

Half
Century

One's
Home

☎
☎
☎

利用者の声や図書館のイベントなどをお知らせします

　迫図書館と登米図書館で実施していた雑誌の貸し
出しサービスを４月から中田図書室でも開始しまし
た。
　雑誌のバックナンバーは貸し出しできます。雑誌
も貸出冊数に含まれ、貸出期間も貸出日の翌日から
14日間です。自動貸出機の利用も可能ですのでご利
用ください。

-

　放送大学登米視聴学習室が４月２日、中田図
書室内にオープンしました。学習室のDVDなど
の教材は、放送大学の学生をはじめ、市民の皆
さんも視聴できます。
　詳しくは、中田図書室のホームページをご覧
ください。
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Health

　平成８年に「らい予防法の廃止に関する法律」が
施行され、明治時代から１世紀近く続いた隔離政
策はようやく終わりを告げました。
　しかし、ハンセン病療養所に入所していた人の
中には、完治したにもかかわらず、今でも療養所に
とどまる人が少なくありません。高齢で身寄りが
ないことや、長期間にわたり社会との交流を絶た
れてきたこと、ハンセン病に対する偏見や差別が
今なお根強く残っていることから、社会復帰が難
しい状況になっています。

　国は、ハンセン病の患者・元患者の社会復帰を支
援していますが、住みよい社会にしていくために
は、ハンセン病に対する偏見や差別をなくしてい
くことが必要です。
　ハンセン病について一人一人が正しい知識を持

ち、ハンセン病の患者・元患者、家族が受けてきた
過去の歴史を考えながら、相手の人権を尊重する
気持ちを持つことが大切です。
　近年、学校の子どもたちが療養所の見学に訪れ、
入所者の話を聞いたり、療養所で地域の人たちと
の交流会が開かれたりするなど、ハンセン病に対
する知識と理解を深めるための活動も広がってき
ています。

感染力が強い。遺伝病である。不治の病である。

感染力が弱く遺伝することはありません。日常生
活で感染する可能性はほとんどなく、感染しても
発病することはまれです。早期発見と適切な治療
により完治します。

市民生活部健康推進課（保健推進係）
☎0220（58）2116
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Young
Monthly Hot Communication

　179㌢でA型です。
　昨年５月に迫町にオープンした

鶏のから揚げ専門店のもり山で店長として
働いています。昔から料理が好きで飲食業に
興味がありました。自分の作業だけでなく、
スタッフの指導や責任があり大変ですが、こ
れからの人生にもっとつらいことがあると
思えば、これくらい頑張ろうという気持ちに
なれます。この仕事が自分に向いているのか
はまだわかりませんが、お客さんからの「う
わさを聞いて買いに来た」とか「おいしかっ
たよ」というちょっとした一言に励まされて
います。から揚げといえば登米市においしい
お店があるよと言われるようになることが
目標ですね。

　周りからは明るくて活発だ
ねと言われます。初めて会った人でも気兼ね
なく話せますね。

　最近はよく釣りに行きますね。ア
イナメやソイなどのロックフィッシュを
狙った海釣りや川、沼ではブラックバス釣り
を楽しんでいます。釣り上げた時の勝負に
勝った感じが好きですね。

　自分がやんちゃなので、優
しくて、諭してくれるような人がいいですね。

　キャンプですね。友
だちの話を聞いていたら、自分もやってみた
くなりました。

　市外に住んだこと
もありましたが、戻ってきたら、あらためて
居心地がよくて住みやすいまちだと思いま
した。登米市が好きなのでこれからも住み続
けたいですね。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻ ❼
❽

電子申請：
https://www.shinsei.elg-front.jp/miyagi/uketsuke/dform.do?acs=212IdolMyHome
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Dream
Monthly Hot Communication

2018年10月28日生まれ
中田町・下道　椋さんの長女

　　 ちゃん（1歳）

Monthly Hot Communication

Child

くん（1歳） 　　 くん（2歳）

2018年７月31日生まれ
迫町・坂戸　寿勝さんの次男

2017年７月24日生まれ
中田町・下道　啓太さんの長男
元気いっぱいで家族を笑わせてくれ
るね。うるさすぎるくらいだけど、い
つまでも素直で健康に育ってね。 

普段の会話から夢を意識して
　アナウンサーになりたい。それがぼくの
夢です。理由は、ニュース番組を見ていた時
に、緊急で入ってきた新しい情報を慌てず、
丁寧に伝えるアナウンサーの姿がとても格
好よく見えたからです。
　小学校では放送委員会に所属し、昨年の
夏休みにはアナウンス技術講習会にも参加
しました。ぼくは、放送する時に早口になっ
てしまいますが、本物のアナウンサーから
呼吸法や口の開き方、人前で話すときの心
構えを教えてもらったことで、焦らず心に
ゆとりを持って話すことの大切さを学びま
した。
　話すことは生活の一部です。普段の会話
の中でも、口の開き方や話し方を意識して、
自分の気持ちを伝えられるようにしていき
たいです。
　そして、憧れのアナウンサーを目指して、
一歩一歩夢に向かって進んでいきたいと思
います。

いつもにこにこ、食べるの大好き。
いっぱい食べて大きくなぁれ。生ま
れてくれてありがとう。 

みんなにかわいがられる４人きょう
だいの末っ子。いたずらっ子でアイ
スクリームが大好きです。
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お
見
合
い
だ
っ
た
ね
。仲
人

さ
ん
に
紹
介
さ
れ
て
、姉
と
一
緒

に
会
い
に
行
っ
た
ね
。

お
と
な
し
そ
う
で
い
い
子
だ

な
と
思
っ
た
よ
。

あ
っ
さ
り
し
た
感
じ
の
人

だ
っ
た
ね
。や
さ
し
そ
う
で
前
向

き
な
い
い
人
だ
な
と
思
っ
た
よ
。

登
米
町
の
映
画
館
に
よ
く
映

画
を
見
に
行
っ
た
ね
。仙
台
七
夕

に
も
行
っ
た
な
。映
画
は
好
き
で
、

今
で
も
二
人
で
行
く
よ
。

初
め
て
養よ

う

蚕さ
ん

を
し
た
ね
。

竹
で
編
ん
だ
か
ご
で
飼
育
し
て
い

て
、繭
に
な
る
ま
で
が
大
変
。

　　　　　

「
故
郷
へ
の
思
い
」

　

私
は
１
９
６
１（
昭
和
36
）年
、

15
歳
で
上
京
し
ま
し
た
。そ
れ
だ

け
に
中
学
校
の
思
い
出
は
ひ
と
し

お
で
す
。登
米
中
学
校
は
、私
の
人

生
の
ス
プ
リ
ン
グ
ボ
ー
ド
で
し

た
。熱
心
な
担
任
の
先
生
に
恵
ま

れ
、温
か
く
見
守
り
励
ま
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
、最
近
し
み
じ

み
思
い
返
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

担
任
は
、１
年
次
が
数
学
の
太
田

先
生（
あ
だ
名
は
シ
ス
タ
ー
ボ
ー

イ
）、２
年
次
が
英
語
の
荒
井
先
生

（
キ
ュ
ー
ピ
ー
さ
ん
）、３
年
次
が

国
語
の
阿
部
先
生
で
し
た
。阿
部

先
生
は
私
が
東
京
の
高
校
へ
の
進

学
に
迷
っ
て
い
る
時
、ぐ
っ
と
背

中
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

道
歌
に「
年
を
経
て　

浮
き
世

の
橋
を　

見
返
れ
ば　

さ
て
も
危

う
く　

渡
り
つ
る
か
な
」と
あ
り

ま
す
。誰
に
と
っ
て
も
人
生
は
平

Monthly Hot Communication

One's Home

頑
張
り
屋
だ
ね
。

と
に
か
く
真
面
目
で
、毎

日
盆
栽
の
手
入
れ
や
畑
仕
事
を
し

て
る
ね
。

★

ぶ
つ
か
ら
な
い
で
、ハ
イ
ハ

イ
っ
て
聞
く
こ
と
か
な（
笑
）。

二
人
で
一
人
だ
か
ら
、お

互
い
の
い
た
わ
り
が
大
事
だ
ね
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
し
て
、毎
日
二
人

で
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
元
気
で
続
け
た
い
ね
。

振
り
返
る
と
あ
っ
と
い
う
間
、

趣
味
も
仕
事
も
一
生
懸
命
や
っ
て
、

人
生
楽
し
ま
な
い
と
。

二
人
で
一
人
、い
た
わ
り
合
っ
て

た
ん
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。阿
部
先
生
か
ら
卒
業
時
、「
真し

ん

摯し

」と
い
う
言
葉
を
送
別
の
辞
と

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
危
う
い

と
き
」に
は
、こ
の「
真
摯
」と
い
う

護
符
に
何
度
か
助
け
て
も
ら
っ
た

も
の
で
す
。中
学
校
の
先
生
方
は

忘
れ
え
な
い
恩
師
で
す
。

　

登
米
中
学
校
は
、当
時
、英
語
教

育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、そ
の
せ

い
か
英
語
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

大
学
を
卒
業
し
、帝
人
に
入
社
。英

語
に
無
縁
な
人
事
の
仕
事
を
長
く

担
当
し
て
い
た
の
で
す
が
、50
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
総

支
配
人
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で
仕
事

を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

登
米
中
学
校
の
英
語
教
育
が
あ
っ

た
れ
ば
こ
そ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
、ふ
と
学
校
で
習
っ
た

唱
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
浮
か
ぶ
こ

と
が
あ
り
ま
す
。「
菜
の
花
畑
に
入

日
薄
れ
…
」、「
木
枯
ら
し
と
だ
え

て
さ
ゆ
る
空
よ
り
…
」な
ど
、し
み

じ
み
と
叙じ

ょ

情じ
ょ
う

あ
ふ
れ
る
歌
詞
の
お

か
げ
で
、田
舎
の
懐
か
し
い
情
景

が
脳
裏
に
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

年
を
取
る
に
つ
れ
折
に
触
れ
幼
少

の
頃
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
が
、登
米
で
過
ご
し

た
15
年
間
が
幸
せ
な
人
生
の
一
コ

マ
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
、良
い
恩
師
、温
か
い

人
た
ち
。い
い
故
郷
を
持
っ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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今
月
は
、産
地
直
売
所「
い
し
こ

し
大
好
き
」の
佐
藤
律り

つ

子こ

店
主
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

石
越
町
に
産
地
直
売
所
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、２
０
０
１
年

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。石

越
町
の
野
菜
や
山
菜
、手
作
り
の

総
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
は
販
売
す
る
だ
け
で
は

な
く
、地
域
の
皆
さ
ん
の
集
い
の

場
に
す
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
。

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
店
内

は
お
客
さ
ん
や
会
員
の
触
れ
合
い

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

朝
採
り
の
新
鮮
な
野
菜
、山
菜

が
お
す
す
め
で
す
。今
の
時
期
は
、

タ
ケ
ノ
コ
や
キ
ュ
ウ
リ
、ト
マ
ト

で
す
ね
。お
客
さ
ん
の
献
立
を
聞

い
て
、食
材
選
び
や
レ
シ
ピ
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
元
産
の
新
鮮
な
食
材

を
使
用
し
た
、出
来
た
て
の
総
菜

や
弁
当
な
ど
も
販
売
し
て
い
ま

す
。み
そ
と
小
麦
粉
な
ど
を
か
き

混
ぜ
て
揚
げ
た
、ピ
リ
辛
の「
み
そ

や
き
」は
オ
ー
プ
ン
当
時
か
ら
人

気
の
一
品
で
す
。店
内
に
は
飲
食

ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
、お
茶
を

飲
み
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ

ぎ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

産
地
直
売
所「
い

し
こ
し
大
好
き
」

☎
０
２
２
８（
３
４
）３
６
２
３

●
８
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・
氏
名・
電
話
番
号

を
記
入
し
、６
月
30
日（
火
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品・氏
名
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

N
A
V
I

https://w
w
w
.jinji.go.jp/

saiyo/saiyo.htm
l

９
月
６
日（
日
）

▼
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課（
試

験
研
修
係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

（
内
線
３
２
３
６
）

▼
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

　

県
は
、統
計
知
識
の
普
及
と
統

計
の
表
現
技
術
の
研
さ
ん
に
役

立
て
る
た
め
、統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

自
由
で
す
。た
だ
し
、小

学
４
年
生
以
下
は
、児
童
が
観
察

し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

❶
小
学
１
・
２
年
生
の
部

❷
小
学
３
・
４
年
生
の
部
❸
小
学

　

仙
台
国
税
局
は
、税
務
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
バ

イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

❶
令
和
２
年
４
月
１

日
に
お
い
て
高
校
卒
業
後
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
人
お
よ
び
令
和

３
年
３
月
ま
で
に
高
校
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
人
❷
人
事
院
が
❶
に

準
ず
る
と
認
め
る
人

６
月
22
日

（
月
）〜
７
月
１
日（
水
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い

▼
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報

５
・
６
年
生
の
部
❹
中
学
生
の
部

❺
高
等
学
校
以
上
の
生
徒
、学
生

お
よ
び
一
般
の
部
❻
パ
ソ
コ
ン
統

計
グ
ラ
フ
の
部

72
・
８
㌢
×
51
・
５
㌢（
Ｂ

２
版
）

９
月
２
日（
水
）必
着

県
震

災
復
興
・
企
画
部
統
計
課（
企
画
普

及
班
）

〒
９
８
０
―
８
５
７
０
／
仙
台
市

青
葉
区
本
町
３
―
８
―
１

☎
０
２
２（
２
１
１
）２
４
５
１

　

放
送
大
学
で
は
、令
和
２
年
10

月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

放
送
大
学
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
に
よ
る
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
自
宅
で
学
べ
る
大

学
で
す
。働
き
な
が
ら
学
ん
で
大

㊍
㊋
㊏ ㊍
㊎ ㊌

㊍
㊋
㊏ ㊍
㊏ ㊍

㊍ ㊎ ㊐
㊎ ㊌

☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎

で
き
る
よ
う
、必
要
な
知
識
・
技
術

の
修
得
や
資
格
を
取
得
す
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
講
習
エ
ク
セ

ル
２
０
１
３
平
日
コ
ー
ス

宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
全
日

程
受
講
で
き
る
人

８
月
26
日（
水
）か
ら
10
月

16
日（
金
）ま
で
の
水
曜
お
よ
び
金

曜（
全
16
回
）午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉

セ
ン
タ
ー10

人
程
度

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考

教
材
費
、検
定
料
と
し
て

１
万
６
千
円
程
度

※
受
講
料
は
無
料

無
料

※
３
歳
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

７
月
12
日（
日
）〜
31

日（
金
）必
着

講
習
名
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、託
児
の
有
無（
子

ど
も
の
年
齢
）を
記
入
し
、郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い

宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会（
宮
城
県
母

子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／ 

仙
台

市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
―
７
―
３

☎
０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

７
月
１
日（
水
）〜
８

月
31
日（
月
）

９
月
７
日（
月
）に
石
巻
高

等
技
術
専
門
校
で
面
接
を
実
施

教
科
書
代
、作
業
服
代
な

ど
２
万
５
千
円
程
度

※
受
講
料
は
無
料

最
寄
り
の
公
共
職
業

安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　

県
で
は
、県
内
に
お
住
ま
い
の

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
の
人

が
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

ま
す
。お
気
軽
に
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
第
１
回
＝
８
月
31
日（
月
）

▼
第
２
回
＝
９
月
15
日（
火
）放

送

大
学
宮
城
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２（
２
２
４
）０
６
５
１

各
種
配
管
施
工
が
で
き
る

技
能
の
習
得

９
月
25
日（
金
）〜
令

和
３
年
３
月
10
日（
水
）

就
職
の
た
め
に
各
種
配

管
施
工
技
能
を
習
得
し
た
い
人

５
人

学
を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
約
９
万
人
の
幅
広
い
世
代
、職

業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文

学
、情
報
や
自
然
科
学
な
ど
、幅
広

い
分
野
を
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま

す
。

　

18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

あ
る
人
は
、全
科
履
修
生
と
し
て

入
学
で
き
、４
年
以
上
在
学
し
て

１
２
４
単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、学
士（
教
養
）の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

☎

▶

▶

▶
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宮
内
庁
は
、「
令
和
３
年
歌
会
始

の
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要

領
」を
発
表
し
ま
し
た
。

　

歌
に
詠
む
場
合
は「
実
」の
文
字

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
く
、

「
実
験
」「
果
実
」の
よ
う
な
熟
語
に

し
て
も
、「
実
る
」の
よ
う
に
訓
読

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

❶
詠
進
歌
は
、お
題

を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
一

人
一
首
と
し
、未
発
表
の
も
の
に

限
る
❷
書
式
は
、習
字
用
の
半
紙

を
横
長
に
用
い
、右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、左
半
分
に
郵
便
番
号
、住

所
、電
話
番
号
、氏
名（
本
名
、ふ
り

が
な
つ
き
）、生
年
月
日
、性
別
、職

業
を
縦
書
き
で
記
入（
書
式
図
参

照
）❸
記
載
事
項
は
半
紙
に
毛
筆

で
自
署
❹
病
気
な
ど
に
よ
り
記
入

で
き
な
い
場
合
は
、代
筆
や
ワ
ー

プ
ロ
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
使
用
も

可
。自
署
で
き
な
い
理
由
、代
筆
者

の
住
所
、氏
名
を
別
紙
に
記
入
し

添
付
す
る
こ
と
。視
覚
障
害
の
あ

る
人
は
、点
字
で
も
可

次
の
場
合
は
失
格
と

な
り
ま
す
❶
お
題
を
詠
み
込
ん
で

い
な
い
場
合
、短
歌
の
定
型
で
な

い
も
の
、用
紙
が
縦
長
の
場
合
❷

一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

や
毛
筆
で
な
い
場
合
❸
既
に
発
表

さ
れ
た
短
歌
と
同
じ
場
合
や
類
似

し
て
い
る
場
合
❹
詠
進
歌
を
歌
会

始
前
に
、新
聞
、雑
誌
そ
の
他
の
出

版
物
、年
賀
状
な
ど
に
よ
り
発
表

し
た
場
合
❺
代
筆
の
理
由
書
を
添

え
た
場
合
を
除
き
、同
筆
と
認
め

ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌
❻
記
載

事
項
に
不
備
が
あ
る
な
ど
詠
進
要

領
に
よ
ら
な
い
場
合

封
筒
に「
詠
進
歌
」と

記
入
し
、９
月
30
日（
水
）ま
で
に

「
〒
１
０
０
―
８
１
１
１
／
宮
内

庁
」宛
て
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）

郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
を
書
き
、返
信
用
切
手
を

貼
っ
た
封
筒
を
同
封
し
て
、９
月

20
日（
日
）ま
で
に
宮
内
庁
式
部
職

宛
て
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
詠
進
要
領
な
ど
詳
し
く
は
宮

内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.kunaicho.go.jp

）を
ご
覧

く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い

中
、妊
娠
中
の
労
働
者
は
、職
場
の

作
業
内
容
な
ど
に
よ
っ
て
は
、感

染
へ
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、妊
娠
中
の
労
働
者

の
母
性
健
康
管
理
を
適
切
に
図
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、男
女
雇
用

機
会
均
等
法
に
基
づ
く
母
性
健
康

管
理
上
の
措
置
と
し
て
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

措
置
が
新
た
に
規
定
さ
れ
ま
し

た
。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い

て
、「
事
前
予
約
」を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予

約
相
談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

※
予
約
相
談
希
望
日
の
１
カ
月
前

か
ら
前
日
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す※
申
し
込
み
の
際
は
、基
礎
年
金

番
号
が
分
か
る
も
の（
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
な
ど
）を
用
意
し
て

く
だ
さ
い

　

予
約
は
、全
国
共
通
の
予
約
専

用
受
付
電
話「
０
５
７
０（
０
５
）

４
８
９
０
」で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、電
話
で

の
年
金
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
年
金
の
給
付
関
係

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
年
金
加
入
・
免
除
関
係

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６
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に
留
守
番
電
話
に
設
定
し
、相
手

の
音
声
を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に

出
る

▼
迷
惑
電
話
防
止
機
能
付
き
電
話

機
を
設
置
。迷
惑
電
話
防
止
機
能

付
き
電
話
機
は
、着
信
時
に
自
動

で「
警
告
音
声
」が
流
れ
る
の
で
、

犯
人
は
電
話
を
切
る
な
ど
被
害
防

止
に
有
効
で
す

▼
１
１
０
番
通
報

▼
佐
沼
警
察
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
２
１

▼
登
米
警
察
署

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
１
２
１

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、し
尿
や

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
浄
化
処
理
し

た
後
の
沈
殿
物
を
有
効
活
用
し

た
、炭
化
肥
料「
タ
ン
ピ（
炭
肥
）く

ん
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

脱
水
乾
燥
さ
せ
、７
０
０
度
以

上
の
高
温
で
炭
化
・
殺
菌
処
理
す

る
た
め
、ほ
ぼ
臭
い
が
な
く
、乗
用

車
で
も
持
ち
帰
り
で
き
、水
稲
、野

菜
、果
樹
、庭
木
な
ど
幅
広
く
利
用

で
き
ま
す
。

　

な
お
、学
校
の
花
植
え
作
業
や

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど
の
営
利
を

目
的
と
し
な
い
地
域
活
動
な
ど
に

は
、無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

窒
素
２
・
０
㌫
、リ
ン

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

　

妊
娠
中
の
労
働
者
が
、保
健
指

導
・
健
康
診
査
を
受
け
た
結
果
、作

業
内
容
な
ど
に
お
け
る
感
染
の
恐

れ
に
関
す
る
心
理
的
な
ス
ト
レ
ス

が
、母
体
ま
た
は
胎
児
の
健
康
保

持
に
影
響
が
あ
る
と
し
て
、主
治

医
や
助
産
師
か
ら
休
業
や
自
宅
待

機
な
ど
の
指
導
を
受
け
、事
業
主

に
申
し
出
た
場
合
、事
業
主
は
指

導
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

５
月
７
日

（
木
）〜
令
和
３
年
１
月
31
日（
日
）

宮
城
労
働
局
雇
用

環
境
・
均
等
室

☎
０
２
２（
２
９
９
）８
８
４
４

　

県
内
で
は
、オ
レ
オ
レ
詐
欺
な

ど
の
特
殊
詐
欺
被
害
が
増
加
し

て
お
り
、特
に
高
齢
者
が
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、犯
人
か
ら
の
電
話
を

直
接
受
け
な
い
こ
と
が
効
果
的
で

す
。大
切
な
家
族
が
だ
ま
さ
れ
な

い
た
め
に
も
、次
の
対
策
を
検
討

く
だ
さ
い
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
や
迷
惑
電
話
防

止
の
た
め
、自
宅
の
電
話
機
を
常

☎ ☎ ☎ ☎

㊎
㊏

◉

☎

酸
12
・
５
㌫
、カ
リ
ウ
ム
１
・
０
㌫

１
袋（
15
㌔
）＝

１
６
０
円（
税
込
み
）

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分（
土
日
、祝
日
、年
末

年
始
は
休
業
）

衛
生
セ
ン
タ
ー

（
エ
コ
ラ
ン
ド
と
め
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
２
５
４

❶
❷
❸
❹

下田中53番地8
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に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

登
米
保
健
所
は
、相
談
員
に
よ

る
、ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関

す
る
悩
み
相
談
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

８
月
24
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所（
１
階
ク
リ

ニ
ッ
ク
室
）氏

家
靖や

す

浩ひ
ろ

氏（
仙
台
大

学
／
精
神
保
健
福
祉
士
、公
認
心

理
師
）

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

　

石
巻
高
等
技
術
専
門
校
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
。参
加
料
、申
し
込
み
は
不
要

で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

７
月
18
日（
土
）午
後
０
時

45
分
〜
３
時
20
分

石
巻
高
等
技
術
専
門
校

自
動
車
整
備
科
、金
属
加

工
科
、木
工
科
の
内
容
説
明
、校
内

見
学
、体
験
実
習

※
軽
作
業
に
適
し
た
服
装
と
運
動

靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い

石
巻
高
等
技
術
専

門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９

　　

東
北
財
務
局
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト

や
ロ
ー
ン
な
ど
の
借
金
返
済
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。専

門
相
談
員
が
相
談
者
の
悩
み
を
聞

き
、問
題
の
解
決
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
と
と
も
に
、必
要
に

応
じ
て
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど

の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
り
ま
す
。

借
金
返
済
で
悩
ん
で
い

る
個
人（
自
営
業
者
を
含
む
）

月
〜
金
曜（
祝
日
、年

末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
〜
正

午
、午
後
１
時
〜
５
時

東
北
財
務
局
金
融

監
督
第
三
課（
多
重
債
務
相
談
窓

口
）

☎
０
２
２（
２
６
６
）５
７
０
３

　

Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
）や
離
婚
、虐
待
、セ
ク

ハ
ラ
、家
族
の
悩
み
ご
と
な
ど
、人

間
関
係
で
悩
む
女
性
の
た
め
の
面

接
相
談
と
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、秘

密
は
守
り
ま
す
。

７
月
15
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
午
後
４
時

７
月
１
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
午
後
４
時

登
米
保
健
所

開
催
前
日
ま
で
に
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
託
児
希
望
者
は
６
日
前
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

７
月
28
日（
火
）❶
午
前
９

時
30
分
〜
❷
午
前
11
時
〜
❸
午
後

１
時
30
分
〜
❹
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す

▼
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
ゆ
い
」

☎
０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
１

０
２
２
０（
２
１
）１
０
１
２

▼
福
祉
事
務
所
生
活
福
祉
課（
障

が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

市
内
在
住
の
、妊
婦
か
ら

乳
児
期
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

（
受
付
時
間
は
午
前
９
時
40
分
〜
）

親
子
手
帳
、筆
記
用
具

❶
気
に
な
る
こ
と
、自
分

の
気
持
ち
な
ど
の
語
り
合
い
❷
親

子
の
触
れ
合
い
❸
専
門
ス
タ
ッ
フ

の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊋

㊋

㊋

㊋

㊎

㊋

㊌
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ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
連
し
て
、法
務
大
臣

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
東

部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事

務
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
、感
染
者
、濃
厚
接
触

者
、医
療
従
事
者
な
ど
に
対
す
る

誤
解
や
偏
見
に
基
づ
く
差
別
は
決

し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
連
す
る
不
当
な
差
別
、偏
見
、い

じ
め
な
ど
の
被
害
に
遭
っ
た
人
の

人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。困
っ
た
時
は
、一
人
で
悩
ま
ず

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、飲
酒

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な

り
、本
人
が
心
身
を
病
む
だ
け
で

な
く
、家
族
の
心
も
巻
き
込
ん
で

い
く
病
気
で
す
。

　

飲
酒
の
悩
み
な
ど
を
相
談
す
る

中
で
、自
分
自
身
の
心
を
癒
す
と

と
も
に
、治
療
や
回
復
の
過
程
、飲

酒
に
よ
る
問
題
行
動
へ
の
対
応
を

学
ぶ
た
め
、相
談
員
に
よ
る
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

飲
酒
・
薬
物
・
ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

や
そ
の
家
族

７
月
７
日（
火
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

登
米
保
健
所（
１
階
ク
リ

ニ
ッ
ク
室
）大

和
田
誠せ

い

子こ

氏（
ワ
ナ
・

ク
リ
ニ
ッ
ク
／
精
神
保
健
福
祉

士
）

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米

保
健
所（
母
子
・
障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

母
子
・
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養

育
費
や
親
権
な
ど
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、弁
護
士
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
18
日（
火
）午
後
１
時

〜
２
時

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

登
米
合
同
庁
舎

☎ ☎ ☎ ☎

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

（令和２年５月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,562 9,705 10,265 19,970 （▲20）

登米 1,786 2,262 2,442 4,704 （▲4）

東和 2,322 2,987 3,067 6,054 （▲14）

中田 5,215 7,626 7,898 15,524 （▲6）

豊里 2,134 3,174 3,218 6,392 （▲1）

米山 2,848 4,398 4,506 8,904 （▲6）

石越 1,566 2,345 2,348 4,693 （▲7）

南方 2,736 4,140 4,294 8,434 （▲1）

津山 1,143 1,510 1,643 3,153 （▲10）

合計 27,312 38,147 39,681 77,828 （▲69）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています。

　暑さや睡眠不足によるうっかり事故が多発する時期です。
運転中に少しでもだるさや眠気を感じた時は、すぐに安全な
場所で休憩するなど、リフレッシュをして、うっかり事故を
防ぎましょう。

（令和２年５月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ２ Ｒ１ 増減数

人身事故
発生件数 61件 62件 ▲１件

死者数 １人 ２人 ▲１人

負傷者数 78人 80人 ▲２人

物損事故
発生件数 456件 587件 ▲131件

※Ｒ２年１月からの延べ件数（前年同時期と比較）

市内放射線の測定結果

測定地点 測定結果 天気
消防署 0.05 晴れ
消防署北出張所（石越） 0.04 晴れ
消防署東出張所（東和） 0.04 晴れ
消防署津山出張所 0.04 晴れ
消防署南出張所（豊里） 0.04 晴れ
消防署西出張所（南方） 0.04 晴れ

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
法

務
省
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
確
認
で
き
ま

す
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

７
月
17
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

柳
渕
勝し

ょ
う

一い
ち（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８



編

集

後

記

▼
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
制
限
が

徐
々
に
解
除
さ
れ
、少
し
ず
つ

以
前
の
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、改
め
て
旅
行
や
イ
ベ

ン
ト
に
行
け
て
い
た
以
前
の
生

活
は
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。今
の
生
活
の
中
に

も
、き
っ
と
存
在
し
て
い
る
小

さ
な
幸
せ
を
見
つ
け
、感
謝
し

な
が
ら
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
三
浦
）

▼
取
材
を
通
し
て
出
会
っ
た
人

た
ち
か
ら
種
々
の
教
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。人
生
の
先
輩
か

ら
は
、知
識
だ
け
で
は
な
く
、蓄

え
た
経
験
を
基
に
し
た
人
生
観

に
つ
い
て
。自
分
よ
り
若
い
人

た
ち
か
ら
は
、将
来
の
夢
や
目

標
へ
の
熱
い
思
い
を
。い
く
つ

に
な
っ
て
も
、自
分
の
夢
を
持

つ
。そ
う
い
う
人
に
私
は
な
り

た
い
。（
佐
々
木
）

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ「
朝
ド
ラ
」の
舞
台
の

一
つ
に
登
米
市
が
選
ば
れ
ま
し

た
。久
し
ぶ
り
の
明
る
い
話
題

で
す
。朝
ド
ラ
の
舞
台
に
な
っ

た
ま
ち
に
は
、放
送
を
機
に
多

く
の
人
が
観
光
に
訪
れ
る
そ
う

で
す
。市
の
知
名
度
、認
知
度
を

上
げ
る
チ
ャ
ン
ス
。オ
ー
ル
登

米
で
生
か
し
て
い
け
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。（
小
野
寺
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「まずは登米市の健康寿命を県内第一位に、夢は
日本一」と力強く話すメンバーの小

こ

寺
でら

光
みつ

彦
ひこ

さん。市
内の医療機関や介護事業所などに勤務する理学療
法士や作業療法士などのリハビリ専門職が、地域
のためにできることはないか話し合いを重ね、３
年前、有志７人による「登米リハビリテーション専
門職健康づくり応援団」略して「T

と め り

omeRe：」が発
足した。行政区などからの依頼により、リハビリ専
門職による健康づくりの講話や運動指導に取り組
んでいる。
　TomeRe：の強みは、この運動をすればこんな
効果があるという専門家ならではの根拠に基づい
た提案ができること。それを形にしたのが「とめ
元気ぷらす体操」。約20分間の動画で、無理なく体

を動かして、筋力を付け、転びにくい体づくりを目
指す内容になっている。動画の作成には試行錯誤
が続いた。効果的な体の動かし方や分かりやすい
ナレーションを一から練り上げた末になんとか体
操の内容が確定し、いよいよ動画の作成に取り掛
かった。各自が必要機材を準備し、撮り直しを繰り
返す日々。撮影が夜遅くまでおよぶこともあった
が、メンバー全員が納得いく動画が出来上がった。
　「TomeRe：の活動を通じて地域の人たちと触
れ合い、生の声を聴くことにやりがいを感じる」と
話す小寺さん。「本市は運動能力が低い児童や肥満
児の割合が高い傾向にあり、今後は子どもも対象
に活動を続けていきたい」―。市民の健康づくりを
応援する夢は続く。

「とめ元気ぷらす体操」。動画は
地域の健康教室などで活用され
ています。
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